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・全国自治体住みよさランキング P2,3

●コロナ禍の中で新しい選挙
コロナが依然終息する見通しもない中で、従
来にない選挙となりました。三密を避けるた
め、出発式や個人演説会は全て取りやめ、事
務所も換気に気を配りながら訪れる人も従来
の半分ほどで、さびしい選挙となりましたが
何とか事故もなく乗り切ることが出来まし
た。
●投票率の低下歯止めかからず
今回投票率が45.22％と過去最低を記録、投
票率の低下に歯止めがかかりません。有権者
の半分の方が棄権され、過半数を下回る選挙
が果たして民意を反映しているのか大いに疑
問です。政治不信の流れは依然続いていま
す。
●維新旋風に変化、公明党不振続く
今回大阪維新の会の2名の新人が名乗りを上
げ前回と合わせ5名が立候補されました。直
前の箕面市の選挙で6名全員が上位を独占す
る圧倒的強さを目のあたりにしていました
が、今回は維新現職3名がいずれも大幅に票
を落とし、維新旋風に変化が見られます。
一方公明党は前回選挙で大幅に得票を減らし
ました。理由は定かではありませんが今回も
新人を除いて全てが票を落としました。
●議会に厳しい評価
投票率が低かったことに加え、今回全く政治
経験の無い 2 人の新人が上位で当選しまし
た。新たな議員に議会の閉塞状態を打ち破っ
て欲しいとの市民の方の願いの表れではない
かと考えます。私も含めこの結果を真摯に受
け止める必要があります。

定数24名
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これからは私の選挙の事です。
●市民派を貫く
厳しい選挙で無所属の候補者の多くが政党や何らか
の組織の推薦を受ける中で、私は純粋市民派のスタ
イルを貫きました。
選挙の応援は全てボランティア、選挙カーは自家用
車、車上の看板は前回の物を流用。事務所はいつも
使っている事務所を使用し、お金のかからない選挙
に徹しました。
例えばポスターの印刷代は48,430円で抑え、公費負
担の限度額518,760の約 1/10 で処理しました。
選挙費用の公費負担は今回も辞退しました。

●新しい選挙の実現
選挙のときしか顔を出さないとひんしゅくを買う選
挙が今までのやり方でした。私は議会での積極的発
言、その結果を会報で伝えることを 20年間続けまし
た。その結果会報の発行は 500 万部を超えました。
選挙はその時だけのものではない新しい形を実現し
たものと思います。

●選挙のあり方ついて
今回の選挙も多くの自発的なボランティアに支えら
れた選挙が出来ました。
今回多く候補者の街宣車が事務所の前を通りました
が、そこに候補者がのっているのを殆ど見かけませ
んでした。市民に直接訴えるいい機会なのに、選挙
期間中候補者は一体何をしていたのでしょうか。
私は街宣のほとんど全てで選挙カーに乗り、市民の
皆様に直接訴えました。

●最後まで一抹の不安が
最後まで不安がとれなかったのは、大阪維新の影響で
す。今回の選挙の前に行われ多くの選挙で大阪維新の
候補者はおしなべて上位で大量得票しており、その影
響を受けて多くの市民派議員が落選したり、票を落と
したりしており、この煽りを受けるのではないかとの
危惧が最後まで抜けませんでした。しかし一方では、
20年間の地道な議員活動が簡単には否定されることは
無いとの思いは同時に持っていました。
選管の発表に先立ち開票所に出かけたスタッフの票の
出方の報告からようやく安堵したのが実感です。
最終的に3000票の得票を頂き、望外の結果だと思っ
ています。これからの4年間も今まで同様市民の声を
議会に、議会の情報を市民にとの思いで活動を継続し
ていきますので、民様の声を小林昌子にお聞かせくだ
さい。

●老害と言われないように
今回の選挙で私が最年長となりました。和泉市議会の
平均年齢が高いとの指摘がありますが、お互いに切磋
琢磨し議会の活性化に努め、そのような指摘が杞憂と
なるよう頑張ります。

昌子の日記＆予定
9/1 情報公開請求
9/6-12 市議会選挙活動
914 和泉中央駅会報配布、当選証書授与式
9/17 子ども食堂寺子屋パッピー
9/18 和泉中央駅会報配布、情報公開開示
9/23 市議会議員初会合、代表者会議、議運
9/29 都市計画道路説明会
9/30 事務所運営委員会

《事務所行事》いずれも小林昌子事務所で
連絡先 自宅 TEL 0725-54-2626

事務所 ＴＥＬ ０７２５－５３－４４５１

（事務所 緑ケ丘１－３－１５）

パソコン講座

・第2、第4週の火曜10時～12時、

同じく 木曜14時～16時

市政相談会（事前にご連絡下さい）

・第２、４水曜日 ２０：００～２１：３０
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恒例の住みよさランキングの最新版が東洋経済新
聞社から出ていましたので、調べてみました。全
国のベスト 1 は白山市に変わり石川県野々市市で
す。聞きなれないまちですが平成11年に誕生した
比較的若い市で、いずれも住みよさランキングベ
スト10に入っている金沢市と白山市に四方が囲ま
れたコンパクトな市です。（右野々市市庁舎）
住みよさランキングの上位は石川県、福井県、鳥
取県など日本海沿いの県が多くを占めています。
和泉市のランキングの推移は以下の表の通りです。全国の順位は向上しています。
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▼4つの観点と算出指標（全国 792市と東京 20区が対象）
■［安心度］ ○病院・一般診療所病床数（人口当たり） ○介護老人福祉施設・介護老人保健施設定員数（65歳以上人口

当たり） ○20～39歳女性人口当たり0～4歳児数 ○子ども医療費助成（対象年齢・所得制限の有無
〇人口当たり刑法犯罪認知件数 〇人口当たり交通事故件数

■［利便度］ ○小売業年間商品販売額（人口当たり） ○大型小売店店舗面積（人口当たり）
〇可住地面積あたり飲食料品小売り事業所数 〇人口当たり飲食店数

■［快適度］ ○転入・転出人口比率 ○水道料金 〇汚水処理人口普及率
○都市計画区域人口当たり都市公園面積 〇気候（月平均最高・最低気温、日照時間

■［富裕度］ ○財政力指数 ○納税義務者一人当たり所得 〇住宅延床面積
〇住宅地平均地価 〇人口当たり法人住民税

▼評価方法 20指標それぞれについて平均値を50とする偏差値を算出し、その平均を総合評価とした。同
様に、安心度、利便度、快適度、富裕度、住居水準充実度は、当該指標の偏差値を平均したもの。

和泉市を全国でトップの野々市市と
府内トップの大阪市と比較したのが
左表です。野々市市と比較します
と、野々市市は平均年齢、老齢人口
比率、生産年齢人口比率のいずれも
和泉市と比べ若い市であると言えま
す。
●新しい街と成熟にさしかかった街
野々市市は最近誕生した新しい街
で、今まさに伸び盛りの街です。
生産年齢人口比率が64.5%と高く
（和泉市は61.7%）和泉市は“ト
リヴェール和泉”の開発が一段落
し、街の成熟度が大きく異なりま
す。

●財政力に大きな差
財政力の差も大きいです。一人当
たり税収額、経常収支比率、財政
力指数などほぼ全ての財政に関す
る指標で和泉市は劣っています。
街の成り立ちに差があるとはい
え、財政規律に格段の配慮が必要
と思います。

●保育・福祉でも大きな差
18 歳まで所得制限なしで医療費
助成が受けられ、待機児童も０と
なっています。

●大阪市とは都市の規模が異なる事
から単純な比較は困難です。


